
市
長
　
美
濃
加
茂
市
に
住
ま
れ
た
感

想
は

○
　
も
う
10
年
に
な
り
ま
す
が
、

子
ど
も
が
小
さ
い
と
き
、
保
育
園

に
預
け
る
こ
と
が
で
き
て
た
い
へ

ん
助
か
っ
た
。

○
　
来
日
し
て
、
ま
だ
、
３
カ
月

し
か
た
っ
て
い
な
い
が
、
治
安
が

良
い
の
に
驚
い
た
。

○
　
来
日
し
て
、
１
年
６
カ
月
。

住
み
や
す
い
の
で
、
子
ど
も
呼
び

寄
せ
た
い
。

○
　
来
日
し
て
11
年
で
、
美
濃
加

茂
市
に
住
ん
で
２
年
で
す
。
地
域

の
子
ど
も
会
に
入
っ
た
ら
、
み
な

さ
ん
親
切
で
、
仲
良
く
し
て
い
た

だ
い
て
助
か
り
ま
し
た
。

○
　
来
日
し
て
７
年
。
以
前
は
新

潟
県
に
住
ん
で
い
ま
し
た
。
こ
こ

は
、
気
候
も
温
暖
で
新
潟
よ
り
住

み
や
す
い
で
す
。

○
　
来
日
し
て
11
年
、
こ
こ
に
住

ん
で
１
年
５
カ
月
で
す
。
地
域
の

人
は
、
み
な
さ
ん
親
切
で
す
ね
。

市
長
　
美
濃
加
茂
市
で
の
生
活
の

中
で
感
じ
た
こ
と
は
な
ん
で
す
か
。

○
　
ご
み
の
こ
と
で
、
気
づ
い
た

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
は
ペ

ッ
ト
ボ
ト
ル
入
り
の
ジ
ュ
ー
ス
を

よ
く
飲
み
ま
す
。
飲
ん
だ
後
の
ペ

ッ
ト
ボ
ト
ル
の
回
収
が
一
カ
月
に

一
度
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
回
収
の

回
数
を
増
や
し
て
ほ
し
い
。

○
　
子
ど
も
た
ち
は
、
保
育
園
に

入
っ
て
い
て
、
と
て
も
楽
し
そ
う

で
す
。

外
国
人
登
録
に
関
す
る
手
続
き

を
代
理
人
方
式
に
は
で
き
な
い
か
。

○
　
地
域
の
人
も
親
切
で
す
が
、

市
全
体
の
人
と
の
交
流
が
な
い
の

が
残
念
で
す
。
昨
年
は
、
交
流
サ

ッ
カ
ー
大
会
が
あ
り
ま
し
た
が
、

も
っ
と
交
流
す
る
機
会
を
作
っ
て

ほ
し
い
で
す
。

○
　
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
の
回
収

に
つ
い
て
、
夜
勤
な
ど
も
あ
り
、

回
収
時
間
を
少
し
長
く
で
き
な
い

か
。

○
　
子
ど
も
が
小
さ
い
と
き
、
保

育
園
に
、
預
け
る
こ
と
が
で
き
て

助
か
り
ま
し
た
。
い
ま
、
悩
ん
で

い
る
の
は
そ
の
子
が
、
日
本
語
し

か
話
せ
な
い
こ
と
で
す
。

○
　
来
日
し
て
日
が
浅
い
せ
い
か
、

子
ど
も
が
保
育
園
で
の
食
事
に
な

じ
め
な
い
よ
う
で
す
。
時
間
を
か

け
て
慣
れ
さ
せ
た
い
で
す
。
で
も
、

教
育
は
優
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

子
ど
も
は
、
日
本
の
教
育
を
受
け

さ
せ
た
い
で
す
。

市
長
　
市
で
は
、
み
な
さ
ん
と
の

共
生
を
こ
れ
か
ら
も
進
め
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
広
報
の
ポ
ル
ト

ガ
ル
語
版
も
現
在
準
備
し
て
い
る
。

○
　
日
本
に
な
じ
も
う
と
思
っ
て

も
、
日
本
語
が
分
か
ら
な
い
。
日

本
語
教
室
を
公
的
に
で
き
な
い
か
。

○
　
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
版
の
お
知
ら

せ
が
で
き
る
の
は
あ
り
が
た
い
。

特
に
、
子
ど
も
に
関
す
る
情
報
や

ご
み
な
ど
生
活
に
密
着
し
た
情
報

を
知
り
た
い
。

○
　
今
ま
で
は
、
市
役
所
へ
書
類

を
出
し
に
行
っ
た
と
き
で
も
、
言

葉
が
分
か
ら
な
い
た
め
戸
惑
っ
て

い
た
が
、
言
葉
が
分
か
る
人
が
い

て
く
れ
る
と
あ
り
が
た
い
。

○
　
私
た
ち
は
、
生
活
や
文
化
の

違
い
か
ら
戸
惑
う
と
こ
ろ
も
多
い
。

わ
れ
わ
れ
も
、
わ
ざ
と
し
て
い
る

こ
と
は
な
い
か
ら
、
気
が
つ
い
た

ら
、
み
な
さ
ん
か
ら
、
ぜ
ひ
声
を

か
け
て
ほ
し
い
。
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21世紀のまちづくり�

広　聴　　　
市長と21世紀
を語ろう

テーマは

「がんばっています。
子育て 」です。

みなさんの応募をお待ちし
ます。
◇と　き　7月25日（水）

午前10時から
◇ところ　サンサンルーム

（総合福祉会館）
◇定　員　10人程度（先着順）
◇申込み　7月19日（木）までに　

企画政策課広報係へ
直接または電話で

総合政策課　　　　　内241

子どもたちの“心の叫び”を、行動や態度から感じて、大人から子ども
たちに声をかけることが大切です。子どもは、大人のあたたかいまなざ
しや言葉を待っています。さぁ勇気を出して、子どもたちに向かって一
歩前へ進みましょう。大人が変われば、きっと子どもも変わります。

活動１　「良いことは、自分から
進んで行う」
子どもは、親の背を見て育つと
いいます。地域の子どもたちは、
地域の大人の姿を見て育ちます。
子どもたちの見本になれるような
行動を。タバコのポイ捨て、空き
缶の投げ捨てなどは厳禁ですよ。

活動２　「子どもたちに積極的に声
をかける」
身近な子どもたちに「おはよう」
「こんにちは」と積極的に声をか
けましょう。もし、子どもたちの
良い行いを見たときは、ほめてあ
げてください。また、未成年者の
喫煙など悪い行いを見たときには、
勇気を出してしかってください。

市民会議では、「愛のひと声かけ運動」を進めます。
一人でも多くの人が、このまちの子どもたちに声をかけられるように。

「笑顔」と「あいさつ」のあふれるまちを目指して、
地域のきずな・大人と子どものきずなを強くしたいと考えています。

活動３　「子どもたちの悩みを一
緒に考えてあげる」
子どもたちが困っているとき、
苦しんでいるときこそ、気軽な相
談相手・よき理解者になってあげ
て。子どもたちのふと見せる沈ん
だ顔、寂しそうな表情を見逃さず、
「どうしたの」とやさしく声をか
けてください。

活動４　「子どもの心を育てる体
験活動を」
自然とのふれあい、友だちとの
びのび遊ぶことは、健やかな心と
体を育むためには欠かせない体験
です。休日には、子どもたちと一
緒に自然の中へ出かけよう。

活動５　「子どもたちを非行・犯
罪から守る」
子どもたちの非行を招く原因の

一つに有害環境があります。
有害環境とは、著しく性的感情を
助長する図書やビデオを販売する
自動販売機など。そこで、こうし
た自動販売機を設置する業者に土
地を貸さないように。

青少年育成市民会議
（中央公民館内）
25-4141

１，市民会議出前講座「ほっとトーク」（市民会議）
子どもと大人の心をつなぐホットラインをつくろう～みんなで話そう、今、子どものために大人は何が
できるのか～をテーマに、子どもたちに声をかけることの大切さと青少年問題について話し合う小集会です。
出前を希望する団体は、市民会議事務局へ。

２，ソシアルアンクル・ソシアルアント会員募集中！（市民会議）
子どもたちに声をかけてくれる「地域のおじさん・おばさん」の輪を広げようと、ソシアルアンクル・
ソシアルアント会員を募集中。会員になられた人には、会員証を送付します。詳しくは、市民会議事務局へ。

３，愛のひと声かけ活動（市少年センター）
市少年センターでは、補導活動を「愛のひと声かけ活動」とし、積極的に子どもたちに声をかけています。

毎週金・土曜日を中心に補導活動を実施中。声をかけた少年には「愛のひと声ふれあいカード」を渡して
います。

� �

7月は「愛のひと声かけ運動強調月間」です。

▲愛のひと声かけ運動展開中の補導員の
みなさん


